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論文の要旨 
本論文は、バレーボールのアタックトレーニングのためのブロックマシンの実現について論じた
ものである。以下の７つの章によって構成されている。 
第１章は序論であり、本研究の出発点となるスポーツ庁のハイパフォーマンス・サポート事業にお
ける日本バレーボール協会からの要望ついて紹介している。そして、本論文の目的と学術的な意義
について論じている。 
第 2 章では関連研究として，従来のスポーツ科学における視点，スポーツ工学の例などについて紹
介し，従来手法の課題を整理するとともに，バレーボールのアタックトレーニングにおける問題点
を整理している． 
第 3 章では相手コート要因を統制した中で，自コート要因のみが変化する状況におけるアタックト
レーニングシステムとして，ブロックボードについて説明している．ブロックボードはブロッカー
の身体的特性を再現するシステムであり，システムの要求整理から設計，構築について説明してい
る． 
第 4 章では第 3 章で説明するブロックボードを発展させ，自コート要因・相手コート要因ともに変
化する状況下におけるアタックトレーニングシステムとして，ブロックマシンについて説明してい
 る．ブロックマシンはブロック動作の本質を再現するシステムであり．特に女子日本代表チームを
対象としたブロックマシン 1 号機，2 号機，および男子日本代表チームへの適用を試みた男女兼用
化について，システムの要求整理から設計，構築，運用，評価について説明している． 
第 5 章では第 4 章で説明するブロックマシンの練習現場における運用を通じて表出した問題点を
解決する手法であるトラッキングシステムについて説明する．リアルタイムでボール・選手の位置
をトラッキングし，ブロックマシンを自動で制御する手法について，設計から構築，評価について
説明している． 
第 6 章で全体のまとめの考察をし，本システムのアタックトレーニングとしての有効性を整理し，
実践的要求を満たすシステムデザインについてまとめている． 
第 7 章で本手法の限界点を整理し，今後のスポーツ工学発展のための議論について述べている． 
 
審査の要旨 
 
【批評】 
 
本論文は、工学とスポーツ科学の両分野を横断するものである。これからの VR のアプリケーシ
ョンとして最も期待されるのがスポーツであると言っても過言ではない。HMDを用いて野球、テニ
ス、スキーなど各種のスポーツを疑似体験する提案が出ている。VRは、このようにエンタテイメン
トとしてのスポーツにおいて有効であるが、トップアスリートのトレーニングに対しても応用でき
る。本論文は、スポーツ庁の「ハイパフォーマンス・サポート事業」という、オリンピックでメダル
が期待される選手の強化を目指すプロジェクトにおいてアタック練習をする時に、外国選手の高い
ブロックを模擬するロボット「ブロックマシン」の開発成果を述べたものである。高さで諸外国に
劣る日本選手にとって、極めて重要な課題である。このブロックマシンは、リオデジャネイロ・オリ
ンピックの直前合宿において８日間にわたって使用され、累計稼働時間は６時間、打ったアタック
は 1503本に上った。トップアスリートが現場で活用できるシステムという、非常に高いハードルを
クリアした成果として高く評価できる。そして、本論文は、実用化された成果をスポーツ科学の面
から考察を加えることによって、人間情報学としての学術的意義を見出している。 
以上を総括し、本論文は工学とスポーツ科学の両分野を横断する論文として、優れたものである
と評価できる。 
 
【最終試験の結果】 
 
平成 31年 1月 22日、専門委員会において、専門委員の全員出席のもと、著者に論文について説明を
求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、専門委員全員によって、合格と判定された。 
 
【結論】 
 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（人間情報学）の学位を受けるに
十分な資格を有するものと認める。 
